
書
の
展
示
と
鑑
賞
に
関
す
る
研
究

ー
展
示
要
素
と
ス
ペ
ー
ス

2 

• 

シ
ン
タ
ッ
ク
ス
理
論
に
よ
る
空
間
分
析
|

キ
ー
ワ
ー
ド

展
示
要
素
、
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ン
タ

ッ
ク
ス
理
論

1 

は
じ
め
に

ー
研
究
の
背
景
と
契
機
、
概
要
|

展
示
要
素
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

1

参
加
者

サ
ン
プ
ル

2 
2 3 

質
問
紙

手
続
き

結
果
と
考
察

4 5 

ス
ペ
ー
ス
・
シ
ン
タ

ッ
ク
ス
理
論
に
よ
る
展

示
空
間
の
分
析
と
構
成

1
.

調
査
対
象

分
析
方
法

分
析
結
果
と
考
察

新
し
い
展
示
空
間
の
提
案
と
考
察

3 
2 3 4 

4 

お
わ
り
に

1 

は
じ
め
に

ー
研
究
の
背
景
と
契
機
、
概
要
|

筆
者
は
先
行
研
究
(
平
田
、
二
O
ご
三
に
お
い
て
、
展
示
さ
れ

る
書
作
品
の
内
容
と
傾
向
が
鑑
賞
者
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る

の
か
を
、
感
性
評
価
に
よ
る
調
査
と
項
目
反
応
理
論
を
は
じ
め
と
す

る
統
計
分
析
に
よ
っ
て
計
量
的
に
研
究
し
た
。
研
究
の
背
景
お
よ
び

契
機
に
は
、
表
現
者
と
鑑
賞
者
の
来
離
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
近
年
の

芸
術
上
の
問
題
意
識
を
、
書
の
表
現
と
研
究
に
関
わ
る
筆
者
が
共
有

し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
本
研
究
は
引
き
続
き
、
表
現
者
と
鑑
賞

者
の
関
係
を
繋
ぐ
た
め
の

「場
」
や
「
展
示
方
法
」
に
つ
い
て
研
究

す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
、
圏
内
で
は
初
と
な
る
博
物
館
専
属
の
展
示
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
東
京
国
立
博
物
館
に
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
が
象
徴

す
る
よ
う
に
、
鑑
賞
者
の
目
線
に
立
っ
て
作
品
を
含
む
展
示
空
間
や

博
物
館
全
体
を
構
築
す
る
実
践
や
研
究
は
、
デ
ザ
イ
ン
学
や
展
示
学

の
領
域
を
中
心
に
伸
展
し
て
い
る
。
鑑
賞
者
の
側
に
た
っ
た
展
示
デ

ザ
イ
ン
研
究
の
中
に
は
、
鑑
賞
者
を
満
足
さ
せ
る
視
環
境
の
設
計

岩
手
大
学

光

彦

平

田

資
料
を
提
示
す
る
目
的
で
、
室
の
大
き
さ
、
天
井
高
、
壁
の
仕
上

げ
、
絵
画
に
対
す
る
光
量
な
ど
の
細
目
に
関
す
る
物
理
量
と
主
観
評

価
に
よ
る
満
足
度
の
関
係
を
調
査
し
た
研
究
(
河
野

・
佐
藤
、
一
九

九
八
)
や
、
展
覧
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
さ
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
結

界
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
バ

レ
ル
ゴ
ン
(
作
品
の
主
題
と
関
係
の
な

い
部
分
付
帯
物
な
ど
を
意
味
す
る
)
に
対
す
る
不
満
を
析
出
す
る

研
究
(
中
西
、
二

O
O
六
)
な
ど
、
詳
細
な
調
査
や
展
示
デ
ザ
イ
ン

の
領
域
を
広
げ
る
試
み
が
多
様
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
表
現

者
と
鑑
賞
者
の
繋
が
り
を
密
に
す
る
「
展
示
者
」
の
立
場
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
表
現
者
も
ま
た
自
ら

「
展
示
者
」
と

な
っ
て
、
鑑
賞
者
の
視
点
に
立
つ
こ
と
が
時
に
は
求
め
ら
れ
る
。

こ

れ
は
、
個
展
が
現
在
で
も
表
現
者
に
と
っ
て
、
自
ら
他
者
に
む
け
て

表
現
を
開
示
す
る
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
書
の
領
域
で
は
、
表
現
者
と
鑑
賞
者
を
繋

ぐ
た
め
の
「
鑑
賞
者
の
視
点
に
立
っ
た
展
示
の
研
究
」
が
報
告
さ
れ

た
例
は
、
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
岩
手
大
学
書
道
コ

l
ス
が
開
催
し
た
書
道
展
を
サ

2 
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ン
プ
ル
と
し
て
二
つ
の
調
査
研
究
を
行
う
。

一
つ
は
展
示
要
素
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
も
う
一
つ
は
ス
ペ
ー
ス

・
シ
ン
タ
ァ
ク
ス

理
論
を
用
い
た
展
示
空
間
の
調
査
分
析
と
提
案
で
あ
る
。

本
研
究
で

「展
示
要
素
」
の
言
葉
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
や
作
品
数
、
会
場
の
色
合
い
や

B
G
M
な
ど
で
あ
る
。
本

研
究
の
調
査
は
シ
ン
プ
ル
で
小
規
模
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、

展
示
デ
ザ
イ
ン
領
域
で
は
、
展
示
解
説
に
関
す
る
研
究
だ
け
を
挙
げ

て
も
体
系
的
な
知
見
の
獲
得
と
最
新
技
術
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
そ
の
基
礎
的
研
究
で
は
、

U
X
(
ユ
ー
ザ
ー
・
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
)
デ
ザ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
方
法
を
、
美
術
館
の
作
品
と

そ
の
解
説
文
に
お
き
か
え
る
こ
と
で
援
用
し
、
鑑
賞
者
が
よ
り
よ
い

鑑
賞
体
験
と
充
実
感
を
味
わ
え
る
展
示
解
説
へ
の
改
善
を
提
案
し
た

も
の
が
あ
る
(
吉
村
関
口
、
二
O
二
二
)
。
ま
た

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
伸
展
と
同
期
し
た
鑑
賞
支
援
方
法
の
提
案
で
は
、
携
帯
電
話
を
使

用
し
た
鑑
賞
支
援
の
デ
ザ
イ
ン
(
伏
見
・
茂
登
山
、
二
O

O
八
)
や

ロ
ボ
ッ
ト
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
7
品
目
包
刀

g
zq
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
遠
隔
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
l
ク
の
研
究
(
田
中
・
槍
山
等
、
二
O

O
九
)
な
ど
が
あ
る
。

続
い
て
本
研
究
で
展
示
空
間
の
分
析
に
使
用
し
た
ス
ペ
ー
ス
・
シ

ン
タ
ッ
ク
ス
理
論
は
、
空
間
の
相
対
的
な
配
置
関
係
を
解
析
す
る
理

論
と
手
法
で
あ
り
、
一
九
七

0
年
代
末
か
ら
一
九
八

0
年
代
初
頭
に

か
け
て
日
=
5円と
固
吉
田
O
ロ
を
中
心
と
す
る
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
研
究

グ
ル
ー
プ
が
創
成
し
た
。
ス
ペ
ー
ス

・
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
理
論
で
は
、

直
線
的
な
視
界
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
〉
白
血
一

6
R刊
と
、
単
位
と
な
る
多
角
形
空
間
の
条
件
を
、
空
間
内
で
全
て

の
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
る
最
大
の
凸
空
間
と
な
る
よ
う
に
分
割
し
た
も

の
と
す
る
の
O
ロ
〈
巾
同
岳
山
口
巾
と
い
う
考
え
方
の
い
ず
れ
か
を
用
い
る
。

そ
し
て
マ
ッ
プ
と
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
空
間
の
統
合
・
連

結
の
状
況
を
も
と
に
、
空
間
の
隣
接
関
係
を

F
Z
R住
吉
〈
白
一5
と

呼
ば
れ
る
数
理
的
指
標
で
表
す
形
態
解
析
理
論
で
あ
る

(Z
ER
-∞

hpzgmOロ
』
'
目
。
∞
仏
)
。
建
築
や
都
市
計
画
に
適
用
さ
れ
る
理
論
と

し
て
園
内
で
も
研
究
例
は
多
く
、
本
研
究
の
テ

l
マ
で
あ
る
展
示
と

鑑
賞
に
関
わ
っ
た
も
の
で
は
、
日
本
の
公
設
美
術
館
の
空
間
構
成
に

留盤調書の展示と鑑賞に関する研究 2

関
す
る
考
察
(
小
池

・
中
川
、
二
O

一
一
)
や
展
示
方
式
と
鑑
賞
行

動
の
研
究
(
加
野

・
松
本
、

一
九
九
三
)
な
ど
が
あ
る
。

2 

展
示
要
素
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

1
.
参
加
者

参
加
者
は
、
岩
手
大
学
書
道
コ

l
ス
の
学
生
が
主
催
す
る
グ
ル
ー

プ
書
展
の
鑑
賞
者
を
対
象
に
し
て
、
ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
た
。
書
展

は
大
学
祭
の
期
間
中
に

一
般
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
無
効
回

答
を
除
く
四
O
名
の
デ
ー
タ
が
集
計
の
対
象
と
な
っ
た
。
集
計
対
象

と
な
っ
た
四
O
名
の
年
齢
層
は
、

一
O
代
三
O
%
、
二
O
代
四
五
%
、

三

O

代

二

五

%
、
四
O
代

一
O
%
、
五
O
代

一
O
%
、
六
O
代
以

上
二

五
%
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
書
道
経
験
の
あ
る
回
答
が
七
二

五

%
、
な
い
回
答
が
二
七
.
五
%
で
あ
っ
た
。

2
.
サ
ン
プ
ル

調
査
の
サ
ン
プ
ル
と
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
書
展
は
、
教
室
を
会
場
と

し
た
小
規
模
の
ス
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
た
。
展
示
内
容
は
、
古
典
の
臨

書
作
品
と
創
作
作
品
の
計
二
五
点
で
あ
り
、
壁
面
に
は
主
に
大
作
が
、

机
上
に
は
小
品
が
展
示
さ
れ
た
。
小
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
が
複
数
の
経

調査サンプルとなった岩手大学書
道コースのグループ展会場。

図 1

路
が
と
れ
る
展
示
形
態
で
あ
っ
た
(
図

1
)。
ま
た

C
D
デ
ッ
キ
を

利
用
し
て
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
静
か
な

B
G
M
が
小
音
量
で
流
さ
れ
て

い
た
。
各
作
品
に
は
作
者
の
コ
メ
ン
ト
と
釈
文
が
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず

つ
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
作
品
以
外
の
展
示
要
素
に
つ
い
て
も
調

査
が
可
能
な
サ
ン
プ
ル
で
あ
っ
た
。

3
.
質
問
紙

質
問
内
容
は
二
つ
で
あ
っ
た
。
一

つ
は
、
会
場
を
構
成
す
る
展
示

要
素
か
ら
、
特
に
目
に
つ
い
た
項
目
を
複
数
選
択
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
項
目
に
は
、
主
目
的
な
内
容
に
関
す
る
選
択
肢
は
な
く
、
「
会
場

の
雰
囲
気
」「
作
品
の
配
置
」
「
作
品
数
」
「
会
場
全
体
の
色
合
い
」

「
個
々
の
作
品
の
色
合
い
」

「作
者
の
コ
メ
ン
ト
」

「作
品
の
釈
文
」

「
B
G
M
」
「作
品
の
大
き
さ
」
「
会
場
の
広
さ
や
造
り
」
の

一
0
項

目
が
用
意
さ
れ
た
。
ま
た
選
択
し
た
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

良
否
を
問
う
付
帝
項
目
が
設
定
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
、
ど
の
よ
う

な
経
路
で
進
ん
だ
の
か
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
答
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

選
択
肢
は

「手
前
か
ら
順
に
」
「
何
も
考
え
ず
に
」
「
観
た
い
も
の
か

ら
」
「
観
た
い
も
の
だ
け
」
の
四
つ
で
あ
っ
た
。

3 

4
・
手
続
き

調
査
は
、
平
成
二
四
年
一

O
月
に
岩
手
大
学
構
内
の
グ
ル
ー
プ
書

展
会
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
調
査
は
個
人
で
お
こ
な
わ
れ
、
参
加
者

は
書
展
の
鑑
賞
を
終
え
た
後
に
、
自
ら
の
鑑
賞
体
験
を
振
り
返
っ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
。

5
.
結
果
と
考
察

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
図

2
と
図

3
に
示
す
。

書
展
で
特
に
目
を
引
い
た
も
の
に
関
す
る
質
問

へ
の
有
効
回
答
は

四
O
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
半
数
以
上
の
選
択
率
を
得
た
の
は
士
一

項
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ

「会
場
全
体
の
雰
囲
気
」
が
七
五
%
、
「作
品

数
」
が
五
五
%
、

「作
品
の
配
置
」
が
五
O
%
と
続
い
た
。

個
々
の
作
品
に
関
す
る
こ
つ
の
選
択
肢
で
は
「
個
今
の
作
品
の

色
合
い

」
四
二

五
%
、

「作
品
の
大
き
さ
」
が
三
O
%
で
あ
っ
た
。
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会場全体の

雰囲気

30人 (75%)

個々の作品

目色合い

17人 (42.5%1

作品目駅文

12人 (30%)

作品の大きさ

12人 (30%)

B G M 

14人 (35%)

作品数

22人 (55%)

作品のE置
20人 (50%)

作者のコメント

18人 (45%)

色
合
い
で
は
全
対
比
三
O
%
(
項
目
内
比
七

一
%
)
が

「多
彩
で
好

印
象
」
と
答
え
、

「白
黒
で
好
印
象
」
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
大
き

さ
で
は
、
「大
き
く
て
魅
力
的
」
と
し
た
回
答
が
全
対
比
二
五
%
(
項

目
内
比
八
三
%
)
で
、
「小
さ
く
て
魅
力
的
」
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

次
に
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
作
者
の
コ
メ
ン
ト
」

に
は
四
五
%
の
人
が
注
視
し
、
「
あ
っ
た
方
が
良
い
」
と
し
た
回
答

は
全
対
比
四
O
%
(
項
目
内
比
八
九
%
)
で
あ
っ
た
。

一
方

「作
品

の
釈
文
」
は
三
O
%
の
回
答
で
、

「あ
っ
た
方
が
良
い
」
は
全
対
比

五
%
(
項
目
内
比
九
二
%
)
で
あ
っ
た
。

七

会場全体

の色合い
10人 (25%)

会場の広さや造り

8人 (20%)

展示要素に関するアンケー卜調査

-どのような経路で進んだか

120% 100% 80% 60% 40% 20% 。%

口観たいものだけ

図2

-観たいものからロ何も考えずに-手前から11直に

そ
の
他
の
選
択
肢
で
は

「
B
G
M
」
が
三
五
%
、
「会
場
全
体
の

色
合
い
」
が
二
五
%
、

「会
場
の
広
さ
や
造
り
」
が
二
O
%
の
選
択

率
で
あ
っ
た
。

上
位
の
三
項
目
を
み
る
と
、
展
示
空
間
の
全
体
的
な
把
握
に
つ
い

て
、
半
数
以
上
の
人
が
配
意
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

「
B
G
M
」
や

「会
場
全
体
の
色
合
い
」
お
よ
び

「会
場
の
広
さ
や

造
り
」
と
い
っ
た
要
素
は
細
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
概
ね

「会
場

全
体
の
雰
囲
気
」
に
集
約
さ
れ
代
表
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

こ
の

「会
場
全
体
の
雰
囲
気
」
へ
の
回
答
は
七
五
%
に
達
し
て
い
る
。

鑑賞経路に関するアンケート結果

展
覧
会
で
は
、
自
覚
す
る
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
発
表
者
も
鑑
賞
者

も
作
品
個
別
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
が
、
他
方
、
同
時
に
鑑
賞
者
は
、

個
々
の
作
品
の
集
合
と
し
て
も
視
覚
的
印
象
を
も
ち
、
さ
ら
に
配
置

や
色
彩
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
B
G
M
な
ど
、
展
示
空
間
に
あ
る
様
々

な
要
素
に
つ
い
て
五
感
を
通
し
て
感
受
す
る
こ
と
で
、
展
示
全
体
を

鑑
賞
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

作
品
の
釈
文
が
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
し
た
回
答
は
全
体
の
二
七

五
%
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
可
読
性
が
書
の
展
示
内
容

に
対
す
る
印
象
に
影
響
を
与
え
た
と
し
た
回
答
が
四
四
%
で
あ
る
こ

と
を
報
告
し
た
が

(平
田
、
二
O
二
ニ
)
、
実
際
に
作
品
の
近
傍
に

釈
文
を
付
し
て
い
て
も
、
そ
れ
に
注
視
し
、
か
つ
良
し
と
す
る
回
答

は
お
よ
そ
四
人
に

一
人
と
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
作
品
自

体
が
読
め
る
こ
と
の
方
が
親
近
感
に
は
直
結
し
や
す
い

こ
と
が
確
認

で
き
る
が
、
鑑
賞
を
補
助
す
る
材
料
と
し
て
少
数
の
人
に
対
し
て
は

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
も

「作
者
の
コ
メ
ン
ト
」
は
全
体
の
四
O
%
が
良

い
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
捉
え
方
の
問
題
は
、

個
人
間
の
差
は
当
然
と
し
て
、

「表
現
者
」「
展
示
者
」「
鑑
賞
者
」

の
立
場
の
違
い
に
よ

っ
て
有
音
ふ
に
差
が
表
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
純

粋
な
芸
術
表
現
と
は
何
か
、
同
時
に
純
粋
な
鑑
賞
体
験
と
は
何
か
、

と
い
っ
た
問
題
に
も
触
れ
な
が
ら
、

一
方
で

「ど
の
よ
う
な
対
象
に

向
け
て
作
品
を
開
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
表
現
が
備

え
る
相
手
意
識
、
あ
る
い
は
、
表
現
の
内
質
や
表
現
者
の
伝
え
た
い

こ
と
を
深
く
理
解
し
た
い
と
い
う
鑑
賞
者
に
と
っ
て
の
相
手
意
識
に

関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

年
間
五
O
万
人
が
訪
れ
る
と
い
う
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
エ
ク
ス

プ
ロ
ラ
ト
リ
ア
ム
で
、
二
O

O
四
年
ま
で
展
示

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
部
門

の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
つ
と
め
た
玄
門
戸
g
ロ
は
、
そ
の
著
書
の
中
で
作

品
解
説
に
関
す
る
次
の
議
論
を
紹
介
し
て
い
る
。
作
品
解
説
の
是
非

に
対
局
の
見
解
を
も
っ
専
門
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
、
一
九

八
四
年
の
ウ
オ
|
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
に
掲
載
さ
れ
た

4 

図3

も
の
で
あ
る
。



キ
ュ

l
レ
l
タ
!
の

一
人
が
語
っ
て
い
る
。「
美
術
作
品
の
ま

わ
り
に
は
何
も
い
り
ま
せ
ん
。
美
術
館
に
行
く
の
は
、
解
説
を
読

む
た
め
で
は
な
い
の
で
す
。
美
術
は
作
品
そ
の
も
の
が
語
り
部
で

す
。
も
し
、
も
っ
と
知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
本
を
買
い
に
い

き
ま
す
よ
」
。
反
対
の
立
場
と
し
て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
・
モ
ン
テ
ベ
ロ
は

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
人
々
が
普
段
の
生
活
の
中
で
美
術

館
を
訪
れ
、
壁
に
か
か
っ
て
い
る
作
品
の
す
べ
て
を
理
解
す
る
と

考
え
る
の
は
、
ま
っ
た
く
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。
そ
ん
な
考
え
を
持

つ
の
は
、
一
般
の
人
々
に
興
味
を
持
た
な
い
、
根
っ
か
ら
の
偽
善

者
で
す
」。

一展示袈索とスペース・シンタァクス耳Il論による空間分析ー

玄
門
戸
、
巾
山
口
は
こ
の
引
用
の
後
に

「
言
語
が
時
に
不
適
切
で
あ
る
こ

と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
く
、
美
的
な
経
験
は
解
説
し
よ
う
と
す
る

言
葉
の
限
界
を
結
局
越
え
て
し
ま
う
。
」
と
述
べ
た
が
、
そ
の
ジ
レ

ン
マ
に
対
し
て
、
。
釦ヨ

uz=の
「
芸
術
が
達
成
し
た
も
の
を
経
験

し
た
い
の
な
ら
ば
、
作
品
を
見
る
側
は
、
自
分
た
ち
の
中
に
そ
の
芸

術
家
と
共
通
す
る
(
部
分
)
を
持
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
い

う
言
説
を
添
え
た

(7AFZロ
司
5
8
)
。
表
現
者
と
鑑
賞
者
を
弊
ぐ

た
め
の
「
鑑
賞
者
の
立
場
に
た
っ
た
展
示
」
を
考
え
る
際
に
、
作
品

解
説
が
果
た
す
機
能
や
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
一
言
葉
に
十

分
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

作
品
解
説
を
付
す
場
合
に
は
、
従
っ
て
ど
れ
だ
け
の
情
報
を
ど
の

よ
う
に
表
示
す
る
の
か
も
慎
重
に
吟
味
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

内
容
や
視
覚
性
に
よ
っ
て
は
、
作
品
解
説
が
表
現
の
感
受
を
狭
め
る
、

あ
る
い
は
妨
げ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
内
容
や
大
き
さ
、
分
量
、
デ
ザ
イ
ン
や
掲

示
位
置
等
に
違
い
を
持
た
せ
た
サ
ン
プ
ル
に
よ
る
調
査
で
、
そ
の
是

非
と
理
由
を
問
、
つ
記
述
調
査
や
、
快

・
不
快
を
問
う
感
性
評
価
実
験

な
ど
、
改
め
て
詳
細
な
調
査
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
際
に

は
、
書
の
場
合
「
観
る
」
行
為
と
「
読
も
う
と
す
る
行
為
」
が
鑑
賞

行
動
の
中
に
自
然
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
配
意
し
、
本
調
査
の
よ

う
に

「作
品
の
釈
文
」
と

「作
者
の
コ
メ
ン
ト
」
な
ど
を
分
け
る
べ

留置盟書の展示と鑑賞に関する研究 2

き
で
あ
る
。

鑑
賞
経
路
に
関
す
る
質
問
へ
の
有
効
回
答
は
三
九
名
で
あ
っ
た
。

「手
前
か
ら
順
に
」
が
七

一
.
八
%、

「何
も
考
え
ず
に
」
が
一
五

四

%
、
「
観
た
い
も
の
か
ら
」
が
一

O

三

%
、
「
観
た
い
も
の
だ

け
」
が
二
六
%
で
あ
っ
た
。

「手
前
か
ら
順
に
」
は
一
般
的
な
鑑
賞
態
度
で
あ
る
と
予
想
さ
れ

た
が
、
結
果
は
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

「
手
前
か
ら
順

に
」
と

「何
も
考
え
ず
に
」
の
回
答
を
合
わ
せ
る
と
九
割
近
い
回
答

に
な
る
。
こ
れ
は
、
調
査
サ
ン
プ
ル
と
な
っ
た
書
展
の
作
品
数
が
少

な
く
、
ま
た
経
路
が
シ
ン
プ
ル
で
か
つ

一
望
で
き
る
小
規
模
の
書
展

で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
目
を
引

い
た
項
目
を
選
択
し
た
回
答
の
上
位
三
項
目
の
結
果
で
、
半
数
以
上

の
人
が
「
作
品
数
」
と
「
作
品
の
配
置
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
も

推
察
を
裏
付
け
る
情
報
と
い
え
る
。
つ
ま
り
逆
に
、
作
品
数
が
多
く
、

か
つ
鑑
賞
経
路
が
複
数
の
広
い
展
示
区
画
を
結
ぶ
大
規
模
な
書
展
で

あ
る
場
合
、

「
観
た
い
も
の
か
ら
」
と

「観
た
い
も
の
だ
け
」
の
割

合
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
調
査
の
範
囲
で
は
、
そ
の
可
能

性
の
推
察
に
留
ま
る
が
、
鑑
賞
者
が
経
路
選
択
を
含
む
鑑
賞
態
度
を

決
定
し
易
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
い
ず

れ
の
立
場
か
ら
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

3 

ス
ペ
ー
ス
・
シ
ン
タ

ッ
ク
ス
理
論
に
よ
る
展

示
空
間
の
分
析
と
構
成

1
・
調
査
対
象

調
査
対
象
と
し
た
の
は
、
平
成
二
四
年
二
月
下
旬
か
ら
三
月
初
旬

に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
岩
手
大
学
書
道
コ

l
ス
の
展
覧
会
で
あ
る
。

会
場
は
岩
手
県
民
会
館
で
、
展
示
空
間
に
は

l
F
と
B
I
の
フ
ロ
ア

が
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
二
フ
ロ
ア
の
う
ち
、
本
研
究
で
は

B
1
フ
ロ

ア
を
調
査
研
究
の
対
象
と
す
る
。
展
示
空
間
の
床
面
積
は
、
六
八
二

三
ば
で
あ
っ
た
。
可
動
式
の
展
示
壁
面
に
よ
っ
て
空
間
を
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
し
、
展
示
空
間
を
任
意
に
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
物

の
l
F
か
ら

B
1
を
繋
ぐ
昇
降
口
に
は
、
階
段
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

あ
る
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

l
F
の
展
示
空
間
の
外
に
あ
る
。
l
F

の
展
示
空
間
か
ら
B
1
の
展
示
空
間
へ
下
り
る
場
合
に
は
、
玉
に
階
段

を
使
用
す
る
。

l
F
展
示
空
間
か
ら

B
l
展
示
空
間
を
接
続
す
る
階

段
は
、
吹
き
抜
け
の
開
放
空
間
を
確
保
し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

・
ス

ペ
ー
ス

へ
の
導
線
と
な
っ
て
い
る
。
中
間
地
点
で
ラ
ン
デ
イ

ン
グ
を

一
箇
所
含
み
、
そ
こ
で

一
八
O
度
U
タ
ー
ン
し
て
下
り
る
。
ま
た
、

階
段
の
全
て
の
場
所
か
ら
吹
き
抜
け
空
間
の
全
体
と
、

B
l
展
示
空

間
の
一
部
が
見
渡
せ
る
(
図

4
)
。

2
・
分
析
方
法

鑑
賞
者
の
立
場
を
研
究
の
視
点
と
し
、
鑑
賞
経
路
の
巡
回
の
し

易
さ
を
観
点
と
し
て
分
析
す
る
。
空
間
分
析
に
は
ス
ペ
ー
ス

・
シ

ン
タ
ッ
ク
ス
理
論
の
の
O
D
Z

H

〉
ロ
白
ぞ
∞
あ
を
使
用
す
る
。

(リ0
ロ
〈由同

〉ロ白
一吉
広
で
は
、
直
線
視
野
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
空
間
の
連
続

5 

日l

_.... ‘ 一 品 4 く

岩手大学書道コース展の展示空間。吹き抜けのエントランス
空間①に繋がる階段から、会場を見下ろした写真。

図4
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可動式壁面で構成された岩手大学書道コース展の展示空間 (実例 Plan A) 図5

感
は
考
慮
し
な
い
が
、
各
単
位
空
間
内
で
の
視
野
は
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
隣
接
空
間
の
視
覚
的
選
択
に
支
障
は
な
い
。
隣
接
空

間
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
の
し
易
さ
を
観
点
と
し
た
分
析
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
方
法
で
あ
る
。

3

分
析
結
果
と
考
察

岩
手
大
学
書
道
展
で
実
際
に
構
成
さ
れ
た
展
示
空
間
を
分
析
す
る
。

岩手大学書道コース展の各単位空間のInt.Vとその平均値 (PlanA) 表 1

Mean ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
 

Node 

1.33 

Depth 3 

D引がh2 

Depth 4 

Deplh 1 

0.67 1.37 1.49 1.49 1.49 1.49 0.91 2.7 0.6 1.08 Int.V 

Oepth 2 

Depth 5 

Oeplh 4 

Depth 1 

な
お
、
こ

の
先
エ
間
構
成
を

2
2
〉
と
す
る
(
図

5
)。

ス
ペ

ー
ス
・
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
理
論
で
は
、
あ
る
単
位
空
間
の
中

心
性
(
周
囲
の
空
間
と
の
融
和
性
)
を
表
す
指
標
と
し
て
、

日ロ
門
戸、

(日ロ
Z
m『丘
一O
一口
〈国
一戸
巾
)
と
呼
ば
れ
る
値
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
値

を
算
出
す
る
た
め
に

]5
2b
E
C円
8
2と
呼
ば
れ
る
グ
ラ
フ
が
描
か

れ
る

o
T
2
5
a
p白
U
Y
は
、
あ
る
単
位
空
間
を
基

準

(
刀
0
0
↓一

根
)
と
し
て
他
の
単
位
空
間
ま
で
の
深
さ
(
ロ
告
吾
)
を
把
握
す
る

ROOT⑨ 

Oeplh 3 

ROOT⑧ 

Deplh 3 

Depth 5 

Deplh 1 

ROOT⑧ 

岩手大学書道コース展の展示空間を描いたJustifiedGraph の例 (PlanA) 

6 

ROOT⑩ 

図6

た
め
に
、
各
単
位
空
間
を
繋
ぐ
経
路
を
リ
ン
ク
し
て
ツ
リ
1
状
に

描
く
も
の
で
あ
る
(
図

6
)。
E
E
〉
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
空
間
(
入

口
)
と
な
る
空
間
①
を
基
準
と
し
た
場
合
の
〕
5
EE
CS
Zは
図

6

R
O
O
T
①
で
あ
る
。

こ
の
図
を
元
に
し
て
、
空
間
①
の
宮
け〈

の
算
出
方
法
と
数
値
を
次
に
示
す
。

ま
ず
、
空
間
①
を
基
準
と
し
た
他
の
単
位
空
間
ま
で
の
深
さ

(ロ
8
5
)
の
合
計
値
で
あ
る
吋
o
E
U
弓
吾
を
求
め
る
。
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各単位空間のInt.Vとその平均値 (PlanB) 表2

Mean 

1.32 

両面展示パネル
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エントランス空間①を基準として描いた
Justified Graph (Plan B) 

U
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次
に
、
吋
O
E
D
3
5
を
単
位
空
間
の
数
(
宵
)
で
除
し
て
、
空

間
①
か
ら
他
の
単
位
空
間
ま
で
の
深
さ
の
平
均
で
あ
る
玄
ロ

(7Agロ

ロ
岳
吾
)
を
求
め
る
。

ζ
り
H

吋
o
g
一
一o
m
U手
¥
(
片

l
H)

H
HC¥(
HO
]
C
H
M

・--

図8

ζ
り
か
ら
、
見
〉
(
刃
包
由
ゴ
〈
巾
〉
名
目
B
巾汁ミ
)
と
呼
ば
れ
る
指
標

を
求
め
る
。

日N〉
H
M(7A
U

H)
¥(
片
l
N
)

日
N
(
N
HHej-
-)¥(
HO
N
)
H
O
N
∞

対
象
と
な
る
空
間
全
体
を
系
と
呼
ぶ
が
、
他
の
系
(
単
位
空
間
数

の
異
な
る
空
間
全
体
、
例
え
ば
本
研
究
の
l
F
な
ど
)
と
の
比
較
を

可
能
に
す
る
た
め
に
、
単
位
空
間
数
(
斤
)
の
影
響
を
取
り
除
い
て

標
準
化
し
た
値
ロ
片
を
算
出
し
、
H
N
〉
と
り
一ハ
を
用
い
て
百
円
〉
(
刀
g
一

刀
R
∞
己
〈
巾
〉
ヨ
5
5
2
ミ
)
を
求
め
る
。

o
r日
N[
片
一一cmN(〈
片
+
N
V
¥ω
)
日
一
+
己
¥(
片
l
H)
(
宵
l
N
)

H
N
[HO
一一omN(〈
HO
+
N
V
¥ω
)
l
-
一
+己
¥(
HO

H)(】
O
N
)
U
N
[回
目
]

¥
寸

N
H
Cω

月
間N〉
日
間山〉
¥巴宵
H
O
N
∞¥C
ω

H
CCω 

百
円
〉
の
逆
数
を
と
っ
て
、

宮
門
戸
、
(
F
Z
m
E
E
C
ロ
〈白
一己
叩
)
と
す
る
。

円口
一〈
H
H¥
HN閉山〉
H
H
O
∞

こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
る
宮
門
〈
を
全
て
の
単
位
空
間
に
つ

い
て
求
め
た
数
値
と
そ
の
平
均
値
を
表
l
に
示
す
。
数
値
か
ら
N吋

の
指
標
が
算
出
さ
れ
た
空
間
①
が
最
も
中
心
性
の
高
い
単
位
空
間
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
空
間
③
を
基
準
と
し
た
古
門
戸、
の
算
出
に
用

い
た
T
2
5
E
O
S
B
を
図
6
l
R
O
O
T
③
に
示
す
。

こ
こ
ま
で
の
計
量
的
分
析
に
よ
っ
て
、
系
内
に
あ
る
各
単
位
空
間

と
系
金
体
で
把
握
し
た
指
標
(
円三
〈
の
平
均
値
)
が
得
ら
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
数
値
が
ど
の
程
度
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら

な
い
。
た
だ
、

』5
2
b
a

c

z
Z
を
見
る
と
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
な

る
空
間
①
お
よ
び
中
心
性
の
高
い
空
間
③
か
ら
見
て
も
系
内
の
空
間

構
成
は
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
看
取
さ
れ
る
。
特
に
空
間
②
や

空
間
⑮
を
基
点
と
し
た
7
5
2
5
仏
の
SZ
を
確
認
す
る
と
、
他
の
単

位
空
間
に
対
し
て
辺
境
性
の
高
い
孤
立
空
間
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
視
認
さ
れ
る

(図
6
R
O
O
T
②
、
R
O
O
T
⑮)。

吉
田
E
E

C
E
B
か
ら
得
た
情
報
を
参
考
に
し
て
、
改
め
て
実
際
の
数
値
を
参

照
す
る
と
、
ま
ず
空
間
②
や
空
間
⑮
の
指
標
が
目
立
っ
て
低
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
相
対
的
に
評
価
し
て
、
空
間
①
や
空
間

7 
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各単位空間のInt.Vとその平均値 (PlanC) 表3

た『U描てjυ シ」準
)

基

C
を

m

①

刊

e

R
引

J
引
U-

C
H
M
H
 

同

空

わ

h

ス

問

、
/
戸
U

ラ

d

卜

山

ン

討
工

川 Mean 

1.81 

⑧ ⑦ 

0.77 

⑥ 

1.37 

⑤ 

1.37 

④ ③ 

6.67 

② 

1.14 

① 

1.14 

図10

①
の
指
標
を
始
め
と
す
る
系
全
体
と
し
て
も
良
好
な
隣
接
関
係
が
構

築
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
推
察
さ
れ
る
。

4
・
新
し
い
展
示
空
間
の
提
案
と
考
察

宮
山
口
〉
の
分
析
結
果
に
対
す
る
考
察
の
検
証
、
お
よ
び
鑑
賞
者

に
と
っ
て
よ
り
良
い
展
示
空
間
の
構
成
を
考
え
る
た
め
、
新
し
い
空

間
構
成
の
提
案
を
試
み
る

o
E
門
〈
は
指
標
を
算
出
す
る
際
に
、
系

内
の
単
位
空
間
数
の
影
響
を
除
し
て
い
る
た
め
、
他
の
系
や
そ
の
単

位
空
間
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
か
ら

提
案
す
る
プ
ラ
ン
を
の
O
D
〈
虫
〉

E
-3
5に
よ
っ
て
分
析
し
、
実
際

の
展
示
空
間
で
あ
っ
た

2
8
〉
と
新
し
い
提
案
空
間
と
の
比
較
を

行
う
。
提
案
す
る
0

フ
ラ
ン
の
展
示
作
品
数
や
内
容
は
、
宮
山
口
〉
と

同
じ
条
件
を
想
定
し
た
。

ま
ず
は
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
使
用
す
る
可
動
式
壁
面
の
数
は
同

数
の
ま
ま
で
配
置
を
変
更
し
た
二
つ
の
。フ
ラ
ン
を
虫
吉
田
と
し
て
提

案
す
る

(図

7
)。
図

7
上
の
0

フ
ラ
ン
は
、
図
中
の
壁
面

A
の
位
置

を
実
際
の
展
示
空
間
で
あ
っ
た

2
E
〉
と
同
じ
く
し
、
他
の
可
動

式
壁
面
の
配
置
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
図

7
f下
の
0

フ
ラ

ン
は
、
壁
面

A
の
位
置
も
更
に
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。
日υ
一告
白
の

二
例
の
]
C
2
5
E
の門出刀
討
は
同
じ
に
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
】ロ門〈

の
値
も
同
じ
で
あ
る
。
沼
田
口
四
の
空
間
①
を
基
準
と
し
た
吉
田門戸白色

。EU
Y
を
図

8
に
示
す
。
ま
た
日υ
一吉
田
に
お
け
る
各
単
位
空
間
の

『門
戸、お
よ
び
そ
の
平
均
値
を
表

2
に
示
す
。

分
析
結
果
で
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
あ
る
空
間
①

の
宮
つ
~
が
}
お

で
あ
り
、
最
も
高
い
指
標
を
示
す
空
間
③

の日
ロ門戸
、が

AHeaで
あ
る
。

ま
た
宮
庁
〈
の
平
均
値
は
日
歪
で
あ
る
。
宣
告
〉
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

あ
る
空
間
①
と
中
心
性
の
高

い
空
間
①

の
円三
〈
お
よ
び
系
全
体
の

平
均
値
と
比
べ
る
と
、
全
て
の
値
が
向
上
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ

る
。
こ
の
隣
接
関
係
の
改
善
は
、
吉
田口出
巾
与
の

S
Zで
可
視
化
さ
れ

た
鑑
賞
経
路
や
空
間
の
階
層
構
造
の
整
然
と
し
た
印
象
か
ら
も
感
覚

的
に
看
取
で
き
る
。

最
後
に
苫
告
の
を
提
案
す
る

(図

9
)。
こ
れ
は
、
日
υ
一
言
切
か
ら

壁
面

A
を
取
り
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
壁
面

A
の
面
積
は
他
の
可
動

式
壁
面
の
五

O
%
と
小
さ
く
、
ま
た
実
際
の
書
道
展
で
も
そ
の
片
側

に
は
作
品
展
示
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
パ
ー

テ
ィ

シ
ョ
ン
を
取
り
除
い
て
も
実
際
の
書
道
展
と
同
じ
数
の
作
品
を
展

示
で
き
る
と
考
え
た
。
沼
田
口
の
の
空
間
①
を
基
準
と
し
た

E
色
町一色

。EU
Y
を
図
叩
に
示
す
。
ま
た
古
田
口
の
に
お
け
る
各
単
位
空
間
の

円
三
〈
お
よ
び
そ
の
平
均
値
を
表

3
に
示
す
。

分
析
結
果
で
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
あ
る
空
間
①
の
宮
庁
〈
が
ご
九円

で
あ
り
、
日
υ
一山
口
〉
よ
り
は
向
上
し
て
い
る
が
、
日
υ
一吉
田
に
比
べ
る

と
低
い
。
し
か
し
最
も
高
い
指
標
を
示
す
空
間
①

の
宮
門
-
〈
は
晶
君

で
あ
り
、
宣
言

〉
と
回
よ
り
も
向
上
し
て
い
る
。
さ
ら
に
宮門
〈
の

平
均
値
も
日
巴
で
あ
り
、
最
も
高
い
指
標
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

総
合
的
に
み
て
苫
告
の
の
展
示
空
間
が
鑑
賞
者
に
と
っ
て
最
も
良

い
構
成
で
あ
る
こ
と
が
計
量
的
に
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。
7-
2
5
立

の
E
吾
を
見
る
と
、
空
間
③

の
中
心
性
の
高
さ
が
形
態
的
に
も
一示
さ

れ
て
い
る
の
が
分
か
る。

例
え
ば
日
)
一自
の
の
空
間
構
成
を
実
際
の
書
道
展
で
採
用
す
る
場
合
、

吹
き
抜
け
に
よ
る
演
出
で

l
F
空
間
と

B
l
空
間
を
印
象
深
く
切
り

替
え
る
機
能
を
持
つ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
空
間
①

の
図
中
上
側
お
よ
び
右

側
壁
面

(図
日
)
と
、
単
位
空
間
の
面
積
の
広
が
り
と
と
も
に
中
心

性
が
高
ま

っ
た
空
間
③

の
図
中
下
側
壁
面

(図

9
)
に
、
書
展
全
体

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
大
作
群
を
配
置
す
る
と
良
い
で
あ
ろ
う
。
互
い

に
干
渉
し
な
い
配
置
関
係
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
も
看
取
さ
れ
た

大
作
が
も
た
ら
す
視
覚
的
効
果
な
ど
も
根
拠
と
な
る
。
ま
た
、
中
心

性
の
高
い
空
間
③

に
着
座
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、

「
た
ま
り
」
と
呼

ば
れ
る
機
能
を
も
た
せ
る
の
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
他
の
単
位
空
間
を

お
お
よ
そ
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

「
表
現
者
」
「
展
示

者
」
と

「
鑑
賞
者
」
、
お
よ
び
鑑
賞
者
同
士
を
繋
ぐ
交
流
ス
ペ
ー
ス

と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
他
の
単
位
空
間
と
の
隣
接
関

係
も
良
好
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
休
息
や
鑑
賞
行
動
の
選
択
を
行
う
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
も
機
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
空
間

③

の
次
に
宮
門
〈
の
指
標
が
高
い
空
間
①

に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

空
間
①
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
あ
る
が
、
空
間
①

の
図
中
左
側
は
階
段

で
あ
る
た
め
、
展
示
壁
面
の
機
能
は
な
い
。
作
品
表
現
や
鑑
賞
の
妨

8 
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工ントランス空間①での大作展示の実例

図9空間①の上側と右側壁面を撮影したもの

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
配
意
し
な
が
ら
、
空
間
①
の
図
中
や
や

左
下
あ
た
り
に
僅
か
な
着
座
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
も
鑑
賞
者
に

と
っ
て
悪
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

4 

お
わ
り
に

留置軍司書の展示と鑑賞に関する研究2

本
研
究
の
一
つ
目
の
内
容
で
あ
る
展
示
要
素
に
関
す
る
調
査
で

は
、
特
に
作
品
解
説
を
中
心
と
す
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
問
題
に
焦
点

を
あ
て
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
引
用
し
た

ζ
F
Eロ
の
同
著
で

は
さ
ら
に
、
展
示
ラ
ベ
ル
は
展
示
会
が
語
り
か
け
る

「
声
」
で
あ
る

と
し
、
「
そ
の
言
葉
の
ト
l
ン
(
調
子
)
は
、
観
覧
者
と
の
関
係
性

の
ト
l
ン
を
決
め
る
。
」
と
い
う
、
展
示
デ
ベ
ロ
ツ
パ

1
の
河
田
旦
に

よ
る
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
展
示
が
表
現

者
に
と
っ
て
他
者
に
向
け
た
自
己
開
示
で
あ
る
か
ら
に
は
、
鑑
賞
者

と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ぶ
の
か
は
、
展
示
に
あ
た
っ
て
避
け
て
通

れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
作
品
と
と
も
に
、
そ
の
配
置
や
適
切
な
照
明
、

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
展
示
要
素
も
ま
た

「
関
係
性
の
ト
1
ン
」
を

醸
成
す
る
大
切
な
表
現
で
あ
る
。

二
つ
自
の
内
容
で
は
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る
空
間
構
成
を
研

究
対
象
に
取
り
上
げ
た
。
北
里
(
二

O
O
四
)
は
、
。

gロ
の
著
書

の
邦
訳
出
版
に
際
し
て
、
「
前
評
判
の
高
い
展
覧
会
ほ
ど
い
つ
も
入

口
で
ま
ず
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
」
と
い
う
自
身
の
経
験
を
述
べ
つ

つ
、
問
書
の
基
本
的
な
主
張
を

「人
々
が
い
か
に
快
適
に
美
術
館

・

博
物
館
に
出
か
け
、
観
衆
と
し
て
満
足
し
て
帰
る
か
に
あ
る
」
と
要

約
し
て
い
る
。
鑑
賞
者
が
鑑
賞
行
動
を
選
択
し
易
い
、
巡
回
し
易
い

空
間
構
成
も
ま
た
、
表
現
と
鑑
賞
の
良
好
な
関
係
に
結
び
つ
く
展
示

要
素
と
し
て
、
童
日
に
携
わ
る
わ
れ
わ
れ
は
考
慮
し
、
研
究
や
実
践
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
本
研
究
の
展
示
要
素
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
岩
手
大
学

平
成
二
四
年
度
卒
業
研
究
に
際
し
て
新
谷
咲
乃
さ
ん
が
採
集
し
た

デ
l
タ
に
、
平
田
が
全
対
比
の
集
計
を
加
え
て
結
果
報
告
と
考
察
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

引
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文
献
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↓
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呑

笠
茂
山
消
文

(二
O
O
八
)
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
鑑
賞
支
援
の
デ
ザ
イ

ン
l

汎
用
制
口
を
考
慮
し
た
作
品
感
惣
共
有
シ
ス
テ
ム
、
デ
ザ
イ
ン
学
研
究

(五

五
)

一
、
六
五
i

七
四
。

同ニ一命問
J

四
位
ロ

ι}{ω
コωO
口一]
(円由∞品
)
↓一括
ω
。Emw
一一
o
担円。同
ωUmwn0
・
nω

ヨ
σ
コ
ι
向。

C
コ
』
〈
O

H

m

区
山
、
日
U
Hi
ゆ

ωω

平
田
光
彦

(
二
O
二
ニ
)
沓
の
展
示
と
錐
貨
に
関
す
る
研
究
l
l
展
示
内
容
と
視
覚
的

印
象
の
関
係
、
月
刊
吉
道
専
門
誌
訟
の
美
(
一
四
三
)
、
三

九
。

加
問
隆
司
、
松
本
啓
俊

(一

九
九
=二

展
示
方
式
と
鑑
賞
行
動
か
ら
み
た
持
物
館
の
建

築
計
画
に
関
す
る
研
究
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
お
よ
び
展
示
室
の
形
態
に
附
す
る
研

究
、
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
(
四
五
凶
)
五
五
六
問
。

河
野
美
津
子
佐
藤
隆
二
(
一

九
九
八
)
美
術
館
の
展
示
室
の
視
環
境
司
仙
に
関
す
る

研
究
1
絵
聞
鑑
賞
に
お
け
る
評
価
の
枠
組
み
1
、
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
淡

概
要
集

(九
州
)、
一二
六一
l

三
六
二。

小
池
志
保
子
、
中
川
理

(
二
O
一
ニ

ス
ペ
ー
ス

・
シ
ン
タ
ヌ
ク
ス
理
論
を
用
い
た
日

本
の
八
ム
設
美
術
館
の
空
間
構
成
に
関
す
る
研
究
、

日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集

(七
六
)
六
六
一
一
、
八
五一

八
五
七
。

玄
n
F
O
E
-
穴
井
島
町
山
知

芦
谷
美
奈
子
訳

(二
O
O
三
)
『
博
物
館
を
み
せ
る
人
々

の
た
め
の
展
示
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
』、
玉
川
大
学
出
版
部
、
東
京
、

一
四
二
l

一四

五
。
(
玄
n
F
m
m
コ一同日也市甲
ω-
日u
一山口口
5
同『
O
円七

g
u一0
5
E
5
0
Z
E
O
H
E
C
E
O
B

d

〈自
F
E
同門
o
p
u
n

〉
ω
ω
0
2
2
5ロ
O
『凹
2
2
2
i
↓
R
Z
5
一O
悶可。自門
0
3
)

中
西
啓

(
二
O
O
六
)
一
言
説
分
析
に
よ
る
芸
術
展
示
デ
ザ
イ
ン
の
パ
レ
ル
ゴ
ン
析
出
の

試
み
|
芸
術
系
大
学
作
品
展
「
〉
Z
C
E
〈
」
を
事
例
と
し
て
|
、
デ
ザ
イ
ン
学
研

究

(五一二)
四、

一二一よ一一
八
。

田
中
千
品
槍
山
敦
岸
啓
補
安
藤
真
谷
川
智
洋

・
成
瀬
通
孝

(
二
O
O
九
)
展

示
鑑
賞
に
お
け
る
空
間
利
用
を
考
慮
し
た
半
自
律
迷
陥
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
シ
ス

テ
ム
、
日
本
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
学
会
論
文
誌

(一

四
)=一
、
一一
九
五

三

O
四。

吉
村
浩

一

関
口
洋
美
(
二
O
二
一
一
)
U
X
デ
ザ
イ
ン
か
ら
捉
え
た
美
術
館
の
展
示
解

説

(l
)
|
問
題
提
起
と
研
究
計
間
の
設
定

、
法
政
大
学
文
学
部
紀
要

(六
五
)
、

六
三
l

七
七
。
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